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ネットラーニングの紹介
株式会社ネットラーニング 吉田 俊明



ネットラーニング
グループ

株式会社ネットラーニング 環境変化に対応する組織変革スピードアップ

株式会社フェニックス・コンサルティング ネットを活用したグローバル人材育成

株式会社wiwiw（うぃうぃ） 女性活躍による経営パフォーマンスアップ

ミンシャン企業通信コンサルティング 海外での人材育成をサポート

ネットラーニンググループでは、
インターネットを活用した教育・研修ソリューションを通じて、企業・自治体・教
育機関をはじめとする各種団体が、今かかえる人材育成上の課題解決をご支
援いたします。



グローバル市場におけるeラーニング提供会社

本拠地 (HQ) 会社名 顧客数 学習者数 提供国数

Japan ネットラーニング 4,386 28,064,407 94

USA SABA 2,200 31,000,000 195

Ireland Skillsoft 6,000 19,000,000 ?

Italy docebo 28,000 ? 70

India NIIT ? ? 40

UK Pearson ? ? ?



ネットラーニング・コース 平均修了率
（2014年度）

93.9%
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IMS GLOBALが策定を進める

”オンライン学習測定フレームワーク”

Caliper Analytics とは？



Caliper

【キャリパー】
ノギス、測径両脚器、カリパス

【Caliper】
A caliper is a device used to measure the distance between two opposing 
sides of an object.
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学習測定のフレームワークとして、
Caliperの概要、戦略が発表された

"https://www.imsglobal.org/sites/default/files/caliper/IMSLearningAnalyticsWP.pdf"

2013/9/13 Caliper Analytics Whitepaper



“https://www.imsglobal.org/article/ims-global-learning-consortium-announces-products-certified-newly-released-caliper”

【仕様公開】
“Metric Profiles”
”Sensor API”

⇒ どのようにデータを収集するかにフォーカス

【公式ドキュメント】
・Implementation Guide

⇒Metric Profilesの定義、 Sensorの紹介

・Conformance and Certification Guide
⇒テストフレームワークの利用方法

・Best Practice Guide
⇒クイックスタートガイド、サンプルアプリ

2015/10/20 Caliper Analytics V1.0リリース



・オンライン教育の発展
・MOOCの登場
・学習環境(プラットフォーム,学習アプリ)の多様性
⇒ 多種多様で膨大な学習データが生成されている

・テクノロジーの進化
・動画コンテンツの配信
・ビッグデータ
⇒ 大量データを収集、蓄積、分析することが可能になってきた

なぜ、Caliperが必要? 背景①



・オンライン教育の課題

・多種多様なアプリ、プラットフォームが高度に進化

・学習活動の内容を評価する共通のメトリックスが存在しない

なぜ、Caliperが必要? 背景②



・オンライン教育の課題

なぜ、Caliperが必要? 背景②

”サイロ化”

“学習履歴の断片化”

・多種多様なアプリ、プラットフォームが高度に進化

・学習活動の内容を評価する共通のメトリックスが存在しない



DB

LMS

LMSから外部アプリの利用

ビデオ視聴履歴が
LMSにフィードバックされない

なぜ、Caliperが必要? 背景③

DB

Video
App

・オンライン教育の課題



Caliper Analytics

データを標準化することによって、
様々な学習環境からデータを収集することを可能とする仕組み。
各プラットフォームや学習アプリの相互運用性を高める。



Caliper 1.0では学習履歴の収集にフォーカス

フレームワーク



どのような学習履歴を取得するのか？

Reading

Assessment

Annotation
(アノテーション/注釈)

Media

Base

Session

Assignable
(割り当て)

Outcome

テキストコンテンツ(EPUB3)

クイズ、ホームワーク、テスト

ブックマーク、ハイライト、リンク…

音声、動画コンテンツ

共通となるエンティティ群

ログイン、ログアウト・・・

アサイン、アクティベート・・・

学習結果、成績

Metric Profiles(1)



Metric Profiles(2)

プロファイルごとにアクションが定義されている。

たとえば、学習者が講義動画にて、

▶Media Playerで講義動画を開始した
▶動画を一時停止した
▶全画面表示した
▶巻き戻しした
▶再生スピードを変更した
▶音をミュートした

学習イベントが
生成される



APIによって、様々な学習環境から学習データを回収する

・6種類のプログラミング言語に対応
・GitHubでライブラリが公開されている

Sensor API

Java Javascript PHP

Phthon .NET Ruby

using ImsGlobal.Caliper.Entities.Agent;

using ImsGlobal.Caliper.Entities.Media;

using ImsGlobal.Caliper.Events;

using ImsGlobal.Caliper.Events.Media;

using NodaTime;

...

var mediaEvent = new MediaEvent( Action.Paused ) {

Actor = new Person( "https://example.edu/user/554433" ),

Object = new VideoObject( "https://example.com/super-media-tool/video/1225" ),

Target = new MediaLocation( "https://example.com/super-media-tool/video/1225" ) {

CurrentTime = 710

},

EventTime = Instant.FromUtc( 2015, 9, 15, 10, 15, 0 ),

EdApp = new SoftwareApplication( "https://example.com/super-media-tool" ) {

Name = "Super Media Tool"

}

};



サンプルアプリ(Plunker)

caliper sensorを実装する練習ができる



• IMS GLOBALが策定を進める”オンライン学習測定フレームワーク”

• オンライン教育の現状として、各プラットフォームや学習アプリ間においての

相互運用性が低く、学習履歴の断片化が発生している

• Caliper Analytics V1.0では、様々な学習活動を収集することに

フォーカスしている(まずはデータの蓄積から)

まとめ



Caliper研究会グループの発足

日時：2016年1月28日(木) 16:30 – 18:00

場所：新宿 (株式会社ネットラーニング)

内容：Caliper研究会キックオフ
・研究会発足の挨拶 （株式会社ネットラーニング 社長 吉田 俊明）
・Caliper概説 （講師 イースト株式会社 高瀬 拓史 様）
・グループディスカッション
・質疑応答

詳細は資料にてお渡しします。



ご静聴ありがとうございました。
toshiaki.yoshida@nl-hd.com
kimihiro.sasaki@nl-hd.com


